
事業概要【船越家族旅行村・観光拠点整備事業】

申請者 岩手県山田町 初回採択回 令和７年度第１回募集

事業計画期間 R7-R9年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）

116,438千円
（8,338千円）

経費の類型 ソフト
事業

拠点整
備事業 ✓ インフラ

整備事業 事業分野 地方経済の創生

目的・効果 船越半島の入口である船越家族旅行村を拠点施設として整備し、利便性や安全性の向上を図るとともに、観光
客入込数の回復、交流人口の拡大を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
（１）オートキャンプ場再開に向けた整備
船越家族旅行村オートキャンプ場は令和元年東日本台風で被災しており、
営業再開できない状況となっている。営業再開のため、近接するものの、被
災しなかった多目的広場にサニタリーハウスの整備及びキャンプ場電源及び
照明設備を整備し、安全性を確保したうえで、みちのく潮風トレイル等の船
越半島のアウトドアの拠点とする。
（２）サニタリーハウス跡地の整備
令和元年東日本台風で被災したサニタリーハウスを解体し、その跡地を活
用してオートキャンプ場を含めた船越家族旅行村の利用者の憩いの場として
整備することで、利用者の満足度を高め、相乗効果を図る。※サニタリーハウ
ス解体については交付対象外
（３）岩手朝日テレビを活用したPR
岩手朝日テレビでは令和３年４月から、お笑い芸人の「天津木村」をMC
に迎え、土曜日の朝に「Go！Go！いわて」という番組を放送している。MCの
「天津木村」は本町のふるさと観光大使を務めていることから、当番組を活用
してオートキャンプ場営業再開を広くPRし、再開後の早い段階から多くの来
場者が訪れるよう取り組む。
【拠点整備事業経費】
〇サニタリーハウス等実施設計等業務 8,338千円

地域の多様な
主体の参画

近隣にある道の駅ふなこしと連携し、お互いの利用者へそれぞれの施設
をPRし相乗効果を狙う。
ジオパークやみちのく潮風トレイルなどの観光スポット、マリンスポーツ体験
観光事業者と連携を図り船越家族旅行村への集客に取り組む。
本町のふるさと観光大使である「天津木村」氏がMCを務める番組等で

PRを行う。

KPI
（★は必須KPI）
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの
「KPI増加分の累計」

の目標値

①年間観光入込客数（＋1万人）
②年間宿泊者数（＋3千人）
③観光消費額（＋2億8千円）

イメージ図、写真等
（レイアウト任意）


